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  高次脳機能障がい者への就労支援 

平成 21 年度の職能科利用者数は、561 名 そのうち高次脳機能障がいの方は、441

名と約 8 割に上ります。今回は、職能科での高次脳機能障がいの方への就労支援につい

てご紹介いたします。職能科は、病院のリハビリテーション局の一つの部門としてサービ

スを提供しています。そのため、対象となる方は、受傷(発症)後間もない方から復職や就

労を間近に控えた方など幅広く、医学的リハから認知・社会リハ、そして職業リハへと連

続的にかつ継続的に支援を行っていることが特徴です。 

職能科での具体的な支援内容は段階的に 4 つに分かれます。 

職業能力評価 職能科作業テストや浜松式高次脳機能スケール、幕張式ワークサンプル

(MWS)簡易版などを活用して作業能力や高次脳機能障がいによる影響を確認して支援計

画を作成します。  

個別訓練 MWS(訓練版)や PC データなどの作業を通して基本的な作業スキルの確認や

習得、障がい認識へのアプローチを行います。 

グループ訓練 模擬的な職場環境を設定して高次脳機能障がいが作業に及ぼす影響を知

り、対応方法を身につける、職場環境で必要なソーシャルスキルを身につけることなどを

目的に行っています。現在は、名刺製作・販売を行う事務系と名刺ケースの製作や花壇の

整備など軽作業を行う実務系の二つの場面があります。 

職場内リハビリテーション 職場への復帰や就労に向けたより実践的なプログラムです。

リハビリテーションの一環として職場を活用させてもらうことによりさらに障がい認識

を深め、スムースな職業生活への移行を図ることを目的にしています。また、職場側にも

障がいの理解を深めてもらうよい機会であり、復職(就労)後の職務内容の検討など準備を

進めてもらうという側面

もあります。これらは、利

用者ご本人への支援です

が、並行してご家族への支

援や職場側との調整も行

っています。 

また、状況によっては

地域の福祉資源の活用や

ジョブコーチの支援が必

要なこともあり、関係各機

関との連携・調整も重要な

業務になっています。 

(今野政美) 
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職能科の就労支援①  ～高次脳機能障がい～ 

～高次脳機能障がいを持つ方の就労支援について、 

簡単にご紹介いたします(模擬事例)～ 

 A さん(40 代)は、数年前に受傷、身体機能面での後遺障がいが

殆どないことから、回復期病院退院後、復職しました。しかし、

仕事上のトラブルが続き退職、その後も転職を試みましたが長続

きしなかったため、家族がインターネット情報を頼りに当病院を

受診しました。リハビリテーション科の医師の説明で、ご自身が

高次脳機能障がい（疲れやすい・記憶が保持できない・注意の振

り分けや物事の優先順位が付けられない等）である事を知りまし

た。医師の処方で当職能科での訓練を開始、記憶障がいを補う手

段として『メモ』の活用を始めました。市販の手帳と訓練用スケ

ジュール（右図）を併用し生活上の予定や訓練予定を書き込みま

した。同時にハローワークで求職登録（職能科職員同行でサポー

ト）、障害厚生年金申請も行いました。職能科訓練を通して自身の

疲労度から短時間労働(週 30 時間位)なら無理なく働ける事、メ

モの活用でスムースに生活が送れる事を理解しました。訓練開始から約 10 カ月後、スーパーの

バックヤードの求人に応募し、ジョブコーチのサポートを受けて就職しました。(千葉純子) 

 
就労支援の実績 

 
 
 

 

職業準備学習① ソーシャルスキルトレーニング(ＳＳＴ)の考えを応用して 
 

職能科では、職業準備学習として、知的障がいがある人に対して職場でのマナーや安全教育を

18 年ほど前より実施してきました。職場における不適切な言動を改善し、より職場での望ましい行動

を新たに身に付けていくことを目標としています。 

ほうれんそう、オアシスなどの標語で示されるような職場に必要な基本的なマナーやルールについ

て、当時の知的障がいの方が身につけておらず、きちんとできている方は、非常に少ないことも事実

でした。17 年前、職員が見本を見せて、ロールプレイを行なっていましたが、その後、職員をモデル

としてビデオ教材を作成し、その後視覚的教材を用いてＳＳＴを実施しています。 

良い見本モデルを提示し、話し合いを行います。良い見本の行動を意識させ、行動できるように

練習を行います。知的障がいの方は褒められた経験が少なく、萎縮してしまうことも多いことから、基

本的には良いところを褒め、自信を持って演じられるように促していきます。また、他の人のモデルを

見ながら自分の行動を考え、自分の意見を話せるような状態を作りながら、参加意識を持ってもらう

ように心がけています。ＳＳＴは、学習したスキルを実際場面で用いること、般化に一番の課題があ

り、それを身近で再現できる場面を設定することが、一番苦労している点でもあります。この学習後

は、再現できるような環境設定を行い、また、体験実習や、就労のための実習などで、きちんと行なう

よう促しています。 

このように、知的障がい者から始めた職能科の職業準備学習は、現在、高次脳機能障がい者の

方への、就労支援の一環としての職業準備学習、および、外来患者向け通院プログラムの職能科

セッション、模擬的社員研修でのＳＳＴなどに広がっています。  《高山 茂幸(元職能科職員)》 
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